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本日のテーマ

‣ 社会に溶け込んだ「当たり前のメディア」
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[A04+] メディア・サイクル
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[A12] メディア・モデル
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インフラストラクチャ1 - 定義
‣ 下支えするもの, 福祉・経済・社会に必要な公共施設, 社会基盤 

‣ 無意識に溶け込んだ水, 電気, ガス, 道路, 交通, 流通… 

‣ メディア・インフラストラクチャ 

‣ メディア実装を持続的に駆動させ, 社会公益を維持する工夫や仕組み 
‣ 社会基盤にメディアの場や表現を溶け込ませ, 実装と効能を維持する 

‣ 広く普及しているメディアの場の例 

‣ 例: 新聞, テレビ, インターネット, 各種リモートサービス…
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インフラストラクチャ2 - 継続するメディア実装

‣ メディア・サイクルの点検と更新 - 場と表現のフレキシビリティ 

‣ メディア実装を守るには, 場の物理的・形式的なこだわりは重要ではない 

‣ 場や表現の在り方はどんどん変化してもよい → 交流と試行錯誤を維持できることが重要 

‣ メディア・インフラストラクチャの指標 

‣ 閲覧性, 情報量, 更新度, アーカイブ頑健性, 場で醸成した文化の尊重 
‣ 場の人口, 交流頻度, 表現頻度, 人的/空間的/時間的流動性, 記録量, 品質保持 

‣ 有意義な期限付きメディア実装もあることに留意. インフラ化すべきか否かの判断も肝要 

‣ いざ社会で必要となった時, その実装との接点(メディア)が失われていることがないように
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メディア・サイクルとインフラストラクチャ
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まとめ
‣ メディア実装を「将来の当たり前のもの」とするには？ 

‣ 美の喚起が自己への溶け込み [A23] であるなら, メディア・インフラは社会への溶け込みである 

‣ メディア・インフラストラクチャ 
‣ メディア実装を持続的なものとするためにメディア・サイクルを定期的に点検する 

‣ 場や表現の在り方は変わっても良い, メディア実装の意義を守る点に注力する 

‣ 利己, 利他の並立による社会利益を目指す (渋沢栄一の経済道徳合一説に通ずる?) 

‣ メディア実装としては… 

‣ インフラ化のための努力は直接には他者利益だが, 間接的に社会利益として自分に還ってくる 

‣ メディア実装には時間を経ることで効用が拡大するものがある. 積極的な維持の意識はメディア実装に適う
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本日の談義・考察一助

a. メディア・インフラ化が必要な例と不要な例を挙げてほしい 

b. 時間が経過すると効果が大きくなるメディアの事例を挙げてほしい 

c. 渋沢栄一の経済道徳同一説との関係性を議論・検討してみたい
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次回予定
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メディア実装の実践1 
メディア場 - 交流・企画・設計
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